
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各内部事務系システム側でデータバックアップを取得しますが、共通基

盤側でも仮想サーバー毎にイメージバックアップを取得してください。 

また、機器設定ファイル及び共通基盤で出力するログも取得してくださ

い。 

お見込みのとおり、本調達範囲で導入するデータベースについてバック

アップ対象としてください。各内部事務系システム側のデータベースに

ついては、質問番号1の回答のとおり、サーバーのイメージバックアップ

を取得してください。 

お見込みのとおりです。 

「質疑応答書 別紙1」のとおりです。 

本調達の受注者が導入する機器構成(台数、消費電力、ラック数等)に

より変動するため、契約後に受注者側で仕様書の要求事項を満たせる

構成を提案し、本市の承認を得てください。 

「質疑応答書 別紙1」のとおりです。 

「質疑応答書 別紙1」のとおりです。 

物理DBサーバーやストレージを追加で設置することになった場合に、

本調達範囲のサーバーに接続できる拡張性を確保してください。 

年間約400GBのデータ増分に対応するための拡張領域は、契約後に

各内部事務系システム側と調整のうえ、当初より各仮想サーバーに見

込んだ設計としてください。 

別紙1のNo.35の拡張領域は、上記とは別に確保してください。 

・各内部事務系システムの操作手順やヒアリング窓口は提供する想定で

す。操作環境については、契約後に各内部事務系システム側と調整の

うえ決定します。 

・各内部事務系システム側で稼働後3ヶ月間は専用ヘルプデスクを設置

するため、その期間内に習熟を図ったうえで、専用ヘルプデスク終了時

に引き継ぎを受けてください。 

本調達に含まれるバックアップ用のソフトウェアを指します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少量のリソース追加であれば、拡張領域の使用や同一システム内でのリ

ソース按分の見直し等の対応を実施してください。 

大量のリソース追加となった場合は、別途協議することとします。 

全体リソースのうち、＋5～10％程度を見込んでください。 

お見込みのとおりです。 

150GB以上を確保してください。 

本調達の受注者が、ファイルサーバー専用に仮想サーバーを構築する

ことを想定しています。こちらも本調達におけるシステムバックアップ対

象に含めてください。 

ファイアウォールを設置して、庁内から庁外へのアクセスのみ許可し、庁

外からのアクセスを拒否するようにしてください。 

「ノード」という語が、仮想化構成における物理サーバーを指すという認

識であれば、お見込みのとおりです。 

LTOメディアを別途本市が契約する遠隔地保管の事業者と本市センター内

で授受する方式、または本市センター内に設置する遠隔地保管用ストレージ

にバックアップデータをコピーする方式のうち、いずれかの方式を契約後に

本市から指定するので、どちらにも対応可能としてください。 

特に指定はありません。また、運用保守期間にソフトウェアがサポート切

れにならないよう対応してください。 

お見込みのとおりです。ただし、運用者のみで十分な常駐サポートが提

供できるのであれば、運用者と同一のSEでも可とします。 

各内部事務系システムへ払い出すゲストOS内部の情報は提供不要で

す。ただしハイパーバイザー等のソフトウェアから取得できるゲストOSの

情報は提供できるようにしてください。 

以下のいずれかの方法により、本調達の受注者側でテストを実施してく

ださい。 

・各内部事務系システムでなければ確認できない範囲について、各内

部事務系システム側と調整のうえ、合同でテストを実施する 

・本調達の受注者側で負荷を想定してテスト環境を構築し、想定通りに

動作するかを確認する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お見込みのとおりです。 

10GBASE-Tのポートを準備してください。 

庁内LAN側L2スイッチ2台から、それぞれ2ポートずつの払い出しを想

定しています。 

委託仕様書別紙1のNo.18については、人事給与・庶務事務システムの

みで使用します。人事給与・庶務事務システム以外のデータバックアッ

プについては、ゲストOSに割り当てた領域内、または各内部事務系シ

ステム側で別途準備する機器に保存します。 

お見込みのとおりです。 

バックアップ等における十分な通信性能を担保できるのであれば、契約

後に本市の承認を得たうえで構成を見直すことも可能です。 

※3に限らず、サーバ群全体の拡張領域として使用できるスペックで検

討してください。 

バックアップのみに使用する機器等、業務停止への影響がない機器に

おいては、二重化を必須とはしません。ただし、故障時に迅速に修理

や交換等の対応が可能な設計としてください。 

お見込みのとおりです。 

庁内LAN側のWSUSサーバを利用する構成、及び本システムのサーバが自治体

情報セキュリティクラウドを経由してパッチを取得する構成のどちらも対応可能で

あることから、システム設計時に本市と協議し決定することとします。 

24時間365日のソフトウェアサポート契約を必須とはしませんが、休日

や夜間に障害が発生した場合に対応できる体制を構築してください。 

内部系共通基盤システム専用の検証環境の設置を必須とはしません

が、本調達受注者の環境等で事前に影響調査を行うことが困難で、運

用保守期間中に実施するバージョンアップの作業品質を保証すること

が困難な場合は、検証環境の構築を検討し、契約後本市にご提案くだ

さい。 

申し訳ありませんが、変更することはできません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年10月1日から提供開始できるようにしてください。 

別紙2のNo.1以外の箇所や、委託仕様書の「5 本業務の内容」
や「8 その他」、「9 付表」等、公告されている資料の性能に関
係する箇所をすべて確認してください。 

左記のとおり、ベースクロックが別紙1の要件を満たすCPUを選
定してください。 

・庁外から本市システムセンターへのアクセスは認めていないた
め、保守作業については現地対応を基本とします。ただし本市
システムセンターから運用保守事業者への監視通報は可能で
あるため、休日夜間を含め運用保守事業者の環境において監
視を行ってください。 
 
・リモート保守用ではなく、外部(本調達受注者の監視拠点)へ
の発報用として、回線の手配及びルーターの手配、機器の設
定作業等を、本調達の受注者が実施してください。 

委託仕様書別紙1 No.18のデータバックアップ領域は、人事給
与・庶務事務システムのみで使用します。人事給与・庶務事務
システム以外のデータバックアップについては、ゲストOSに割り
当てた領域内、または各内部事務系システム側で別途準備す
る機器に保存します。 

システムドライブだけではなく、仮想サーバー毎に全体のイメー
ジバックアップを取得してください。 
また、機器設定ファイル及び共通基盤で出力するログも取得し
てください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お見込みのとおりです。 

※「データバックアップ許容時間」の定義が不明のため、バック
アップタイミングについて回答します。 
 
バックアップデータ量が増大しバックアップ時間が大きくなった
場合は、ディスクへの1次バックアップを午前7時までに完了さ
せ、テープへの2次バックアップを午前7時以降に実行することも
可能とします。ただし、バックアップ時間に全体で24時間近く要
する等、バックアップを日次で取得することが難しくなるような事
態にならないような設計としてください。 

お見込みのとおりです。 

質問の意図が不明ですが、日次のバックアップ結果を外部媒体
にも保存するようにしてください。 

本調達の受注者が、ファイルサーバー専用に仮想サーバーを
構築することを想定しています。こちらも本調達におけるシステ
ムバックアップ対象に含めてください。 

お見込みのとおりです。仮想アプライアンスと物理的な機器のど
ちらも可とします。 

OSサポート(メーカーとのサポート契約)も本調達受注者の範囲と
します。 

「RAID6相当以上」の記載は、物理サーバー内のディスクが2本
同時に障害となった場合も業務継続できる構成を指していま
す。 
仮想化基盤(HCI)サーバーにおいては、保存する業務データが
冗長化される想定です。仮想化構成における物理サーバー1台
が故障しても業務を継続できる構成であれば問題ありません。 

年間約400GBのデータ増分に対応するための拡張領域は、契
約後に各内部事務系システム側と調整のうえ、当初より各仮想
サーバーに見込んだ設計としてください。 
別紙1のNo.35の拡張領域は、上記とは別に確保してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お見込みのとおりです。各内部事務系システムに払い出すサー
バーのマルウェア対策は、各内部事務系システム側で実施しま
す。 

本調達の受注者がファイアウォール、ロードバランサ―の設定を
行うことを原則とします。 

ご提案いただくソフトウェア次第ですが、本調達範囲のソフトウェ
アで監視可能な項目のうち、内部事務系システムで監視が必要
な項目が発生するケース等を想定しています。 
その場合、監視に必要な情報は内部事務系システム側から提
供を受ける想定です。 

お見込みのとおりです。 

申請形式とした場合でも、各内部事務系システムの導入作業の
支援は必要となる認識です。運用保守作業の一環とすることで
効率化が可能な場合は、契約後本市にご提案ください。 

どちらも対応可能であることから、システム設計時に本市と協議
し決定することとします。 

ハードウェア障害に起因する縮退運転時は、一時的にオーバー
コミット率が200％を超過しても許容するものとします。ただしシス
テム設計時に内部事務系システムの処理量等を確認し、業務が
停止するほどの大幅な性能低下を起こさないような設計としてく
ださい。 

自治体情報セキュリティクラウドを経由してのインターネット通信
は可能です。 

お見込みのとおりです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お見込みのとおり、ゲストOSのパッチ適用及びウイルス対策は
各内部事務系システム側で実施します。 

現時点では以下のとおり。ただし、システム設計時に遠隔地保
管業者と調整のうえ決定することとします。 
・ローテーションの間隔：1ヶ月に1回 
・遠隔地に保管する世代数：1世代 

委託仕様書の記載のとおり、人的要因による障害発生が年間あ
たり1件未満となるよう、SLAを設定する想定です。 

構築業務における設計ドキュメントだけでなく、運用保守業務に
おける納品ドキュメントも最新化してください。 

・「操作履歴」「ウイルス定義ファイルの更新」「セキュリティパッチ
の適用」についてはお見込みのとおりです。 
・「ゲストOS管理」については、各内部事務系システムに払い出
しているゲストOSについても、ハイパーバイザー等から把握でき
る範囲で管理してください。 

内部事務系システムの事業者に限らず、本調達の受注者が構
築したシステムの操作履歴全部を管理対象としてください。 

どのような機能を指しているか不明ですが、通話時間を記録す
る機能、不在着信を記録する機能はありません。ただし、本市と
調整のうえ、本調達の受注者が電話機を持ち込むことは可能で
す。 

運用設計時に案を作成し、本市の承認を得てください。 



●内部系共通基盤システム構築・運用保守等業務委託　質疑応答書　別紙１
整理
番号

質問
番号 回答

1-1 5

委託仕様書P.4図表3に記載のとおり、本システムが庁内LANと接続するスイッチは2台で冗長
化することを想定しています。
以下に、庁内LANと接続する本システム側のスイッチ1台に必要と想定しているポート数を記載
します。
・庁内LANと本システム間の接続ポート：1Gbps×2ポート
・開発用ネットワークと本システム間の接続ポート：1Gbps×2ポート
その他、スイッチの冗長化に必要なポート及び本システム内の接続に必要なポート数は受注者
が適切に見積もるようにしてください。また、内部事務系システム用のポート(1システムあたり
10Gbps×2本)も見積もるようにしてください。
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・以下の機能を保有するファイアウォールを選定してください。
　　・ルーティング
　　・パケットフィルタリング
　　・NAT
　　・ログ保存
　　・不正アクセス検知
　　・リモート管理
・通信制御を行う範囲は、質問事項に記載の①②の他に、庁内から庁外へのアクセス制御(外
部への発報のみ可とする)も想定してください。

1-1 7

以下を想定してください。
・リクエスト分散方式：ラウンドロビン、最小接続数のどちらも利用可能であること
・セッション維持方式：ソースIPアドレス、サーバーCookie、SSLセッションIDのいずれも選択可
能であること
・冗長化方式：ホットスタンバイ


